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面 に研究を績 けて 行 か う と思 つ て ゐ た 矢先 、 鬮 らず も先生 の 訃報 に接 し、 全 く

失 望 して終 つ た。然 し英靈 は絶 えず、 吾 々 を遠 くか ら導 い て下 さ る事 と思 ひ 、

生 物 地理 學 の 爲 め に大 に 努 力 し、 先生 の 靈 を 慰め た い と思 ふ 、

渡 瀬 先 生 と マ ン グ ー ス 輸 入

岸　　田　　久 　　吉

農林 省畜 産 局 鳥 獣 調 査 …苣

1， 前 書 ｛

　 マ ン グ ー ス と云 ふ 名は 元 來 一
種 の 動 物 の 名で は な く、 類 の 名 で あ る。 皀Pちジ

ヤ カ ウ ネ コ 科 Viverridaeの 内の
一 亞科 Herpestinaeの 逋稱 なの で あ る

。 支那

の 書物で は 古 くか ら食 蛇鼠 と呼ん で 居 る。 我が和漢三 才圖會卷 39 鼠類 の 所に

は 之 を

　「へ U
“
ク ヒ ネ ズ ミ 能 く蛇 を食 ふ 。 凡 そ蛇は 殊 に好ん で 蛙及 鼠を食 ふ 。 而 る に

復 うて 蛇食 メ、蛙　蛇 を食ふ の 鼠 あ be」

　 と説 い て 居 る位 で 、 何 種 の マ ン グ ース で も能 く蛇 を食 ぷ 。 蛇 の 外 に近 代の 意

味 に 於 け る鼠 を も食A 。暖地 、 熱地 で は 蛇の 害 も鼠 の 害 も甚 し い
。 そ れ 故其驅

除撲滅 の た め に此 の 類 の 利用 を企 て た もの が方 々 にあ る
。

　本 邦で も鹿 兒島や 沖繩等 の 縣 の 樣獄暖地 で は 野鼠 と毒蛇の 害 に依 つ て住 民の

幸編 が非 常 に 割 引 され て 居 る。 渡懶 先生 は應用動 物 學上 の 重要 問題 の
一 と して

此 に 研究 を積 まれ た 結果 c 。 mlnDn 　Indian　mongoose と呼 ぶ所 の マ ン グ ー ス を

印度か ら明治 43 年 即ち 1910 年 に沖縄 縣べ 輸入 せ られ た。此 が我が世 浴に 單

に マ ン グ ー ス と呼 ば れ て居 る所の もの で あ る 。 私 は曾 つ て 此 の マ ン グ ・一・7 の 輸

入 後 の 成績 を調べ た 因縁 があ る の で 、鏑木 外岐 雄博士 か ら此 の 記念號 に綴 る 乙

とを 依 頼 され た の を機會に 、 最 も正確 と信 ず る所 に從 つ て、大體 の い きさ つ 等

を 記 す こ とに した
。 併 し時 間が 尠 く且 つ 問 題の 性質上記 録の 蒐 集 がむ つ か しい

の で 誤が あ る か も知 れ諏 故 、
猶 氣付 きの 方 は 何 卒御教示 を あ 願致 し2 す。

II． 參　考　文　獻

1）　明 治 43　渡濾【庄三 郎 　 マ ン グ ース に 就 て 一
沖羅 教 育 No ．49 ，

　PP ・4『7・講淀 の 日由箪記

2）　助 治 43　秦藏吉　マ ン グー
ス 輪 入 と 渡漱博 士一

沖 縄 欷育 No．49，
　PP・20−

’23・

3）　明 治 43 　（記 者 不 明》　 マ ン グ ース 輸 入 記 録
一
本誌 Vol．227　Ko．26 ，　P．359．存 戦 鱗 醗 1；1嬾 があ e “

　 見 ろ者在意 る翼 す 0

4）　明抬 43 　（紀 者不 明 ）　 マ ン グース に 就 て （本曾例會記事）
一

本誌 Vo1．22，
　No ，260

，
　p．361．先生の 溺繭の

　 赧 子が よ くO か る o
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5） 朋冶 43 渡瀬庄 三 郎　沖 糊 の 鼠 と飯 匙情
一

富 山房發行學生 VoL　1，　Ko．4
，　Pp．51−57，2　textfi　gs，，

　 1PL

6）　明治 44　渡潮庄三 郎　渡 名 喜島の マ ン グー
ス 繁 殖 す一本 誌 VQL　23，　Xo．269，　pP・109− 110・

7） 大 疋 U 　松 ill亮 藏 （畠 山 久 重 改 訂 ）動物 界之 智嚢 （丁冫 グ ＿ス の榔 p．黝

8） 昭 和 2 で一月二 十 四 口）（記 者 不 明） ま ん公 の 蝓 入 と 渡飆博士
一
沖縄 日之 出新聞 1

’
o．572。．麟 2 に

　 な つ て　 ジ た ちの ら しい o

9） 昭 和 2　岸 EII久 吉　マ ン グース の 食性 調 査戌績
一

農林省畜産 局 鳥獣 調 査綴告 No．4 ， 1）．　T9−120，
11｝L

　 ffKb・．｛L・の 掘 軈 書 い た 蒔に IXJg　U 　1．2．5rtnUt して居 た 。’ヒ報留 ‘鬮 无初 マン グ ー禰 λ の 聯 をSh？・； t一め ‘跡 い 嫡 ので はな く・麟 「

　 緬 懸下 1：ft1｝ろ
一t ） グ ース の 食性 ft

胃炎の 的容 からし らべ てみ た結巣 と鞭 λり典 曲邁樫 を按耕 しτlltつ たもの で あ る o 　齶 先 生1；は六盟の 経過を甲

　 上げ 、印∫顛 ：於 ．， ろ 莞生の 活 動 さ れ た 打標を お 話願 つ ノゴごけ で あ つ た o ＝ 三 を）嵬輩か ら共の 鸚情 をr：ttさitt こと もあつ t：か ら、曜 ｛に、拉 で も准

　 ウの 宏 を 附．己させ て い ア＃‘ くこ とに し ゴこq 輯 高を痴 陵饕 頚つ た 二 とtな く、簿人 か ちも絢朿 され サ．全 ζピ鄭 5に、私 が知つ 真虞實 をのみ rVlk した もの

　 で あ ろ こ とを 誌鈎に 俾へn 捷心 ら n
｝

　　　　　 III． マ ン グ ー一ス を ca入 す る 渡 瀬 先 生 の 理 論 　 　 　 ’

　先生 は
”

多 く聞か れ 、 多 く讃 まれ 、 多 く調 べ られ 、 正 し く且 つ わ か b よ く考

へ られ 、 少 し く書 か れ、
少 し く記 され た

。

”

と是の 如 く私 は 觀 て居 る 。 先生 は 兎

に 角
一一

か どの こ とで な けれ ば 、 書か れ なか つ た 様 に 思 へ る。 その 少 し くしか 書

か れ なか つ た もの で さ へ
、 何度か書 き直 され ， は た の 者 には 想像 も及 ぱ 澱程 に

苦心 を され た 竜の で あ る
。 それ か ら一寸學 位 で も有 た 5 竜の な ら嘘 や眞 を こ き

まぜ て通 俗記 事 を書 く者 が 尠 くな い 當世 に先生 は 學 俗 を 問 は ず 、 自分 の 名 を 出

され る程 の もの は 十分 に愼重 に され た もの で あ つ て 、 先生 に教 を蒙つ た 十 三 年

の 間 、 私 は 非常に 大 きな威 銘 を受 け た
。 先生 が マ ン グ ー ス を輪 入 され た の に も

此 の 過程が 遺憾 な く踏 まれ て 屠 る
。 それ は 交 獻 1

，
5

，
6 に 明で あ る

。 それ を主

に 先生 の 文 か ら取つ て 見 て も らふ 。

　動物活勁の 動機　先生 は 之 を四 つ に 分 た れ て 居 る 。 第一 は 食慾で あつ て、動

物 は 食 は ね ば活 きられ 臓 故 、 百方努 力 して 食物 を得 よ う とす る． 第二 は有機 的

害敵 を避 け よ 5 とす る こ とで あ る 。 自分 よ りも彊 い 動 物の 襲撃を ま 漁か れ て 、

自己 を 保存 し よ う とす る 。 第三 は 無機 的 害 敵 を ま 盟 か れ よ 5 とす る 1 とで ある
。

自己 の 生存 に都合 の よ くない 雨 露寒 暖 の 悪結 果か らまvaか れ 、 都合 の よい 境遇

を求 め て 、 健 康を維持 し よ 5 とす る
。 第四 は 生 殖慾 で あつ て 、 種 の 繼績 を計 ら

う と す る
。 以上 四 つ の 衝動 の 杢 部叉 は一部 の た め に動 物 は 絶 えず努 力活動 して

居 る
。

　人間 と動物との 闘燥　以 上 の 目的 を逹 す る た め に動物 は 種 々 の 方 向に 發 展 す

る が 、 其 の
一

つ は 早 くか ら人類 と親 密 な 關係 を結ぶ こ との 利盆 を見 て牛ば 人 聞

に 寄生 した る 種類 で あ る
。 入間 の 佐 む 所 には 必ず 食；、べ き物資や水が あ b 、 棲

む べ き漏張 な建物や樹木が ある。 子 孫 を經營す る に も都 合 よく、 敵害の 少 い 場

所が あ る
。 故 に ス ズ メ

、
カ ラ ス

、 ネ ズ ミ
、 昆蟲等 の 諸動物 が 寄 ら集 ま る もの で

あ る
。 其の 内、人 間 le危害を及 ぼ す もの は 之 を勦絶 す る方 法を 講 じなけれ ばな

ら皿 。
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　有毒動物の 二 種類 　等 し く人間 に害 を興へ る動 物で あつ て も起 原 に は二 種類
の 區 別 が ある

。 其 の 一は 天 然 に棲息 する もの で 、 土地 が よ く草 木 が 茂 つ て 澤山

の 小 動 物が 繁殖 する 様 な然 竜人跡未 だ稀 なる所 に於 て 、 人 間が 衝 突 を す る性 質
の もの で あ る a 歐米 の 狼 、 朝鮮印度の 虎 、

ア フ リ カ の ライ オ ン 、 馬來 牛 島か ら

ア ツ サ ム にか け ての 野 象等 の 例 が それ で あ る
。 其 の 二 は 人 間 か ら物 資を受 け て

棲息 す る 竜の で 、 人文 的經 營の 盛 ん な所
一

建 物や耕 作場 の 塘 加 と共 に 次 第 に

殖 えて來 る動物 で あ る。 ／ ヘ バ イ 、 家鼠 、
シ ロ ア リ、

ノ
・プ の 如 きが 其の 例 で あ

る 。

　恐 るべ き鼠の窖 沖繩 に 於 け る二 つ の 地 方的 患害 は 鼠 とノ ・ プ と で あ る 。 鼠は

ず ト ウ キ ビ
、

マ メ 、 サ ツ 寸 イ モ 、米等 の 農作物を甚 し く害す る 。 殊 に重要 農作

物た る サ ト ウ キ ビ に於 V て被害が著 しい
、 年に よ る と鼠害 を受 け た サ ト ウ キ ビ

は 30％ に も逹 す る
。 昔か ら鼠算 と云 つ て 其の 繁殖が 速 く、

一番ひ の 鼠が 三 年

間 に二 千 萬頭 に は 殖 2 る
。 土地 が 豊 か で食物が 多 く敵 さ へ なけ れ ば ど しど し繁

殖 す る L とは 見易い 道理 で
、 單 に人類 の 勢 力を 以 て それ を撲滅 す る こ との 困難

な る は 更め て 云 ム ま で もない こ とで あ る 。

　自然現象の 逹絡　さ て 沖繩に居 る鼠 は普 通の 家 鼠 と野 鼠 との 二 種 で あ るが 、

こ れ 等 は 入 間 が沖繩 へ 來 て物産 を他 へ 運 ぶ と共 に 、 他か ら他人 の 造 つ た もの を

蓮 ぴ入 れ る 、 即ち自然 、 船の 出入 が あ る
。 其 に つ れ て 、 幾囘 も日本 内地、支 那

叉 は 南洋か ら來 た の で あ らう。
一

動物 が殖 2 る と その 結果 は 必ず他 に及 ぶ 。 鼠

が 殖 皇 る と人 は 災害を被つ て 悲 むが、 その 反 封に喜ぶ もの が他に現は れ る。 そ

れ は 即 ち 2 ・ ブ で あ る。

　猛 烈な るハ フ の害　薩摩列 島に棲 U ノ ・ ブ に は二 種 あ る
。

一 は 沖繩 本島 と大 島

に 居 6 ， 他は 先 島に居 る。 ノ
・ブ の 人畜 に及 ぼ す害 は 中々少 くない もの で

、 沖繩

縣 下 で は 年 々 百人足 らず 、 大 島 徳島で は 三 百入 足 らずの 住 民が 害 を被む る
。

熱 い 國で は 朝 夕 に凉 しい 時 を利 用 せ ね ば な ら瞭 の に 、

ハ ブ に食 ひ つ か れ る恐 が

あ る た あ
、 朝 も早 くか ら、 夜 竜遲 くま で 外 で 働 くこ とを得せ 澱 。

　離れぬ 鼠 とハ 7“
ハ ブ は 深 山幽谷 と云 ふ 樣な人跡の 稀な所 には 絵 う見 る こ と

は な く、 却 つ て 常に人 里近 く棲ん で 居 る。 それ は 人家 附近 に は食 物が 多 い か ら

で 、 鼠 は 勿論 の こ と 、 難 の ひ な 、 卵 などは ノ ・ ブ を入 家 附近 にみ ちび く主 な原因

で あ る
。 サ ト ウ キ ビ の 收穫時 には 鼠が 野 に居 るか ら、

ハ ブ も それ を追 うて 野 に

居 る。收穫が すめ 哄鼠は 人家 に 入 b込 み 、 之 を追 ぷ と こ ろの ハ ブ も亦 人家 に入

う來 る の で あ る
。 斯樣 に 鼠 と ノ ・ ブ とには 離れ られ 》⊇關係 が あ る

。

ノ ・ブが多 く居
るの は鼠の 多 い た あ で あ b 、 鼠 の 多 い の は 人間 の耕 作す る サ ト ウ キ ビ や サ ツ マ

A モ が 多 い か らで あ る。

　今 日 の 如 く鼠が 多大 の 食物 を得 て 居 る 間 は ハ ブ も容易 には 減少せ 貞
， 併 し人
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間 は 食料た る y ッ マ イ モ や ず ト ゥ キ ビ を作 る こ とを よす わ け に は い か 滋 か ら、

何か 人 爲の 法 を以 て 鼠 や 蛇 を撲滅す る工 夫 を せね ば な ら糧 。

　人禽 の 害 は人 爲で除け 鼠の み の 害 な らば街 ほ忽ぶべ きか も知れ顧 。併 し ハ

ブ の 如 きは決 して入 家附近 に徘徊 す る こ とを許 すべ き性 質の 動 物 で は な　V
−
． 試

み に 悪 へ
。 若 し吾人が 住宅 の 附近 や 徒遐 に 毎夜毒刄 を提げた 曲者が 出沒 し て人

人 を脅か す とす れば 、 如何 な る手段 を蠡 して も、 それ を除か ね ば止 ま 臓 で あ ら

5
。

ハ ブ は 即 ちこれ に等 し き、 否 な 、 これ 以上の 害物で あ る 以上 、 鼠や ノ ・ ブ は

人 力 を以 て 如何 と 竜す る 事の 出來 va と云 ぷ もの で は な く、 も と もと人類 が 不 知

不 識の 間に 繁殖 を 助成 した もの と見 る べ き理 由あ る もの 故 、 や は b人爲を 以て

之 に當 る望 が ない 筈 は 無 い
。 即 ち鼠 と蛇 とを巧 に捕 へ

、 殊 に蛇の 卵 を捜 して 食

ふ の で 有名 な マ ン グ ー ス を蝓入 す る に至 つ た理 由だ と述べ られ て 居 る 。

IV・ マ 冫 グ ー ス の 輪 入 を 理 解 さ せ た 渡 瀬 先 生 の 努 力

　渡瀬 先生 が マ ン グ ー ス を輸 入 さ れ る に當つ て は 先生十 八番 の 動物 地 理學k の

理 論 が之 を助 け た こ とは 疑 ひ 無 い 。 その こ とは御生 前に 能 く承 つ た もの で あ る

が 、 それ は動 物地理 學の 應用 上 の 價値 を考 へ る程 の 方 々 は 誰 しも思 ひ 至 られ る

所 で あ る
。 併 し世 入 の 耳に は 存外入 うに くV

。 其 た め か 先生 が 之 を マ ン グ ー ス

輸 入 に 際 して書 か れ た もの の 中に は 省略 され て居 る
。 兎に 角 先生 の 理 論は 立 つ

て來 た
。 今度は 之 を地 方人 に理 解せ し め る必 要 が あ る 。 先生 は 口 に筆に叉 公 開

實驗 に 於 て之 を訴 へ られ て 居 る。

　 口 を以 て公 衆に 訴 へ られ たの は 明治四 十 三 年 四 月十 四 日 で 、 沖繩島那 覇尋 常

高 等小學校 に於 て 、 縣 教育會 の 請 に依 つ て 大 講演 を され て 居 る の で あ る
。 其 の

大要 は 文獻 ｝it出 て 居 る e

　筆 を以 て 關係 當局 に読 法 さ れ た こ とは た しか で 、 御生 前 に承 つ た所 で あ る 。

之 を
一般 に示 され た もの は 文 獻 5 に見 られ る

。

　公 開實驗 で 以 て公 衆や 當局者等 に理 解ぜ しめ られ たの は 誠 に欽仰 に 堪 へ 顧 所

で あ る
。 文獻 2

，
5

，
8 に 明示 され て居 る。 2 か ら引用 す る 。

　 マ ン グース， と鼠 、
ハ 7 との 試合 「明治 四十 三 年 四 月十五 日午 前十時は 愈 「・ ン

グ ー ス 對鼠 、
ノ
・ブ との 試合 初 め な b

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛

　農 裹試驗場の 一 室 を取 片付け て試合の 場所 と定 む るや 河 村 、 和 田 、 岸本三 事

務官を始め
、 各 課長 、 轟風 渡瀬 、 玉利 兩博士 、 新庄農學士 、 那 覇區長 、 縣 會

議員 、 癆護士 、 實業家、 新聞記者 、 郡麗役所 員 、 紳士 紳商 、 老 弱男女 押し寄せ

來 b 、 事務室 も搖 b崩 さん 許 b の i維沓 を極 め た る 中に マ ン グ ー ス ー頭 を 先づ 室

杓に放 ち、 後鼠一頭 を入 れ しに ひ ら b と飛 び 付 き． 急所 に 喰 ひ 付 き鼠 を仰 向 け

に押 し付 け て止 め を 指 し 、 直 に鼠の 上顎 よ b頭 の 肉に 噛み付 き、 さ も甘 相に 喰
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ひ た る は 、 是れ V ン グ ー ス が 日本生 肉の 馳 走 に預 b し第
一

着 な b き。

　 鼠 との 試合 の む 手 際 は拜 見 した。 さ て是 か らが ハ ブ との 立 合。 人 々 片 唾 を呑

ん で待 ち居た る に ノ・ブ 取 りは 風 呂敷 よ ）t　 ） ・ブ を出 し室 内 に 投 げ入 れた 。 マ ン グ

ー一ス ex一 向頓着 な き樣子 。 蕪 之 餘 う大 勢 の 見 物 人 に 取 卷か れ 密 閉 せ る 室 に 飽 き

果 て た るが 如 く且 初 め 鼠 の 馳 走 に腹 便 々 とメ、くら した る 加 減か ノ
・ブ を見 もせ

ず 。 氣短 き人は
“

ア ・ こ れ が な らん
”

と私語 す る 竜あ t」 き。 暫 くして 不 圖か ぎ

付 けす らす らと何 氣 な くノ
・ブ の 前 に行 くや 否 や 先生 すか さず 、 鎌 首 を もた げ て

マ ン グ ー ス の 脊中 を打 つ た が 、 少 し 竜毒 に 鳳 ず る模 樣 も な く ピ ン ピ ン 元 氣で 駈

け 廻 つ て 居つ た 。 既に して叉
一

頭 を 入 れ た
。

マ ン 公 頻 うに か ぎつ け つ つ あ b し

内 に ハ ブ叉 一 撃 を與 へ しに ヒ ラ リ と身 を か は し て 毒牙 を避 け た 。 觀者
“

ナ ー ノレ

程
”

と稱讚 す。 徇 ほ つ か つ か と ノ ・ブ の 霜愈に 行 き しに 此 度は 鼻 先 を打 た れ て 血 が

禺 た が、 これ 竜や は う毒 に 感ず る 氣味 もな く、 至 つ て 卒氣 で あつ た
。

　 印度 の コ ブ ラ は 一 尺以 上 竜
・
鎌 首 を上 げ て マ ン グ ー ス に 向ふ （岸 1・鷹 想 ・ 臨 ）相 で

あ るが 、 此 地 の ハ ブ は ぐ b ぐ b と身體 を 卷 tr・て 其 の 箕 中 に首 を据 ゑ て 二 寸 許 b

上 げ て居 る
。

コ ブ ラ は 上 手 よ う來 るが 、
ノ ・ ブ は下 手 よ う掛 る。 コ ブ ラ との 角 力

に は慣 れ て居 る マ ン グ ー ス 竜 、
ノ ・ ブ の 下 手 に は 閉 口 と見 皇一 寸 不 覺 を取 れ う。

　 段 々 に 見 物人 は 殖 2 て 披 璃窓 を破 壞せ ん とす る 危險 あ b 。 下 には 押 され て 死

物狂 の 目に蓬 は され た る もあ b。
一 先此處 を引揚 げて 縣廳 に て 更 に荒手 の 勝 負

と定 R つ た e

　 同 日午 後 三 時縣 廳會 議 室 の 片 隅 に於 て 外 の マ ン グ ー ス と取替 へ 再 び 試合 に 及

ん だ 。

　 今 度は ノ ・ブ を入 れ る や 否 や電 光石火 す さま しV ・勢 に て ノ ・ブ に 喰 ひ 付 き、 物 の

見 事 に大 勝 利 を得。 而 か も ノ ・プ が 口 を張 ）t て十分 に 開 き し其 の 上 顎 に噛 み付 き

て 喰 ひ 殺 し 、 頭 よ b其 の 肉 を賞味 す る に至 つ て は 實 に何 と竜言 へ 顕 怪物 、其 の

上 ハ ブ の 毒 に 鼠染 せ ざ る は 釜

釜 以 て妙 とva ふ べ し。
此 の 模

樣 を見 て 居 b し渡瀬博士 の 喜

び
、 河村 内務部長 の 拍手 、

マ

ン グ ー ス 萬歳 、 渡懶博士 萬歳 、

沖繩 緜萬歳。 而 し て此 の 激戰

の 有樣は 恰 も好 し 春 華 園 主

入 が 撮 影 に 成 功 し た の で あ

つ た 。」

　筆者 沖繩 縣覗學 秦藏吉氏 ば

IC
希 くは 縣 民一 般 の 深 き注 意
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と保護 とに依 b適當 に 繁殖せ しむ る こ とを得ば此の マ ン グ ー ス に依 つ て彼 の 恐

るべ き毒蛇 の た め に 古來 幾多の 同胞 が悲慘の 最 後 を遂 げ し千春 つ もる欝憤の 仇

討 をなす と共 に將來人畜の 生命上 に大 關係 を有 す る の み な らず 延 い て産 業上 に

將 た 學術 上 に其 の 利盆iと幸藕 と を與 ム る こ と實 に圖 う知 るべ か らざ るもの あ ら

ん
”

と云 ひ
、 先生 に

“

謹 ん で 戚謝 の 意 を表
”

して居 られ るの で あ る
。

　　　　　　　　　 V ． マ ン グ ー ス 輸 入 の 基 礎 研 究

　 渡瀬 先生 は マ ン グ ー ス 輸 入 k 就 ては 多年 先進 の 報告 と經驗 を探索調査せ られ

た
。 ＃：の 1 とは 誰 竜推 知す る 所 で あ る。 後 年本誌 に 出た 外 國 に於 け る マ ン グ ー

ス 調 節に 關 す る糠 な こ とは 翔前か らマ ソ グ ー一ス を移 入 利用 した 地 方 で は經驗 き

れ發表 に 改つ て 居 た所 で あ つ て 、 先生 は あ らゆ る其 の 説 明中に 失敗又 は災害に

つ い て豫 め 如何 に慮 置 す べ きか を 海外 の 事實を基礎 と して明示 され て居た もの

で あ る。 皀卩ち一 例 をあ げ る な らば丈獻 1 に觀 に次 の 如 く出 て 居 る。

　
「か つ て瓜 嚠 唹 て鼠害の 甚 し蜥 其 の 驅 除 法 le苦心 して 先づ 南 ア メ ヲ カ よ

b　− Ptの 蟇 を持 ち來 b て 試 み しが 失 敗 に終 う、 其 の 後慓悍 な る赤 蟻、勵 、英 國 の

捕鼠1ζ巧み な る一種 の 犬等 を試 験せ しが 十 分 の 效 は あ らず 。 最 後に マ ン グ ー ス

を十九 疋持 ち來 うて 試 み しに今度は見 事 に效 を奏 して、 今 日 に於 て ば其の 結果
砂 糖 の み に て百 五十 萬圓の 培額を見 る に至 ら、 其 の 他珈琲 な どの 栽培 に も大 に

利 を得 つ つ あ be 然 れ ど竜今 日 は 守 ン グ ー ス の 繁殖 過度 に な うて 他の 家畜に害
を及 ぼ し、 或 は 共 喰 ひ を な す様 に な b しは 注意すべ きこ と な う… …

」

　斯 の 如 くマ ン グ ー ス は有效 な る獸 なれ 共 氣候 、 食 物の よろ し きを得 ば何 程 に

も繁殖す る もの に て 、 釘 物 に依 らず 過 度 に 繁殖 すれ ば却つ て害あ る もの なれ ば 、

他の 例 に傚 ひ て 其 の 度 に至 らざ る手 段 は 豫 め 講ぜ ざ る べ か らず。 然れ どもマ ン

グ ー ス の 毛 を檢 すれ ば 、 茶 色 と 白色の 鰤あ 弖て 美な b 。 これ を以 て或 る製 作 に
使用 す る途 を見 出 さば決 して其 の 多 きに 因 らぎ る を得 る な b 。

其 の 他新 騾 飄 こ轍 話 隷 た の が 載 つ て居 b 、 翻 繁殖 の 揚合 の 心 配 は 前
以 て して 居 られ た こ とは 先輩數氏か ら私が 聞知 した 所 で あ る が 、 遺懐乍 ら直 接
それ らを讀む こ とが 出來 なか つ た。 私は 先生 の 御性格か ら考 へ て も此 の 點 に就
て は 保證 出來 る と考 へ て 居 る

。

　敵を知 b己 を知 る は兵 家必 勝 の 法 とか。 先生 は 明治 四 十二 年 の 春 マ ン グ ー ス

を放 つ べ 9沖縄の 實情 を踏査 され た の で あ る
． 文獻 2 に 曰 く。

　
「四 十 二 年三 月三 十 日始め て我 が縣 に渡 來 せ られ 、 爾 來緜1硯學秦 藏吉の 案内 に

て那 覇 、 首里 、 絲 滿 、 西 原 、 宜 野灣 等 を踏 査 せ られ、此 の 間 或 は ノ ・ ブ を解剖 し 、

或 は鼠 黼 獲す る等 海 日早旦 よ 購 鶸 ζ至 る其 の 熱心 は
、 實に驚 くべ 9S の

tObS 引績 き四 月＋二 騾 屬大 山武輔 、 島尻 郡ew己松 方太郎二 民の 案内 ee、t
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更 に渡名喜 島le渡 らる
。 蓋 し

一小 離 島に試養せ ん との 考慮あ bしに 依 る。滯 在

二 十 餘 日 に して 歸 京せ らる ……
（後略 ）」

　此 で 己 を知 る方は十 分だつ た の で あ る が 、 敵 を知 る方 に は 更 に十二 分の 努 力

を され た 事實が あ る
。 即ちt’そ くともその こ とは 明治 四十年 に始ま つ て居 る。

此 の 年 先生 は ボ ス ト ン に於 て催 され た 第七 囘萬國動物學會大會 に 日本委員 とし

て 出席せ られた か ら、鼠害に マ ン グ ー ス を利 用 した西 印度の 學者 に 向 つ て、我

が沖繩及 大 島に於 け る鼠 とノ
・ブ との 害の 甚大 なる 1 と を話 され 、 意見や 注意 を

もとめ られ た
、

夫 れ等 の 學者 は Indian　mong 。ose の 移入 飼 養を すすめ
、

且 つ

マ シ グ ー ス は餘 う繁殖 し過 ぎる と他の 畜 類 に も害 を及 ぼ すけれ共 、 適営に殖や

す に於 て は必 ず奏效す る で あ らう と
．
欷 へ た の で あ る．

　先生 は 瞬途明治 四十 一年十二 月印度 セ イ ロ ン 島に立寄 つ て 、

マ ン グ ー ス が コ

ブ ラ を捕 へ る實情 を見 て來 られ 、 愈 々 マ ソ グ ー ス 移入 利用 の 決心 をか た め られ

た の で あ つ た
。

　 マ ン グ ー ス の 習性 に っ い て 更 にっ つ こん だ 知識 を 有 た れ た V との 願 望 が強

く、 先生 は 輪 入 の 際 竜親 し く印度 に行 つ て 人夫 と共 に捕獲 に從 事 され た もの で

あ る。文 獻 2
，
8 に 曰 く

　「明 治 四十二 年 十二 月二 十 四 日東京 出發 …・・カ Pt カ ツ タ 着 の 上 ガ ン ヂ ス 河 口附

近 の 三 角洲 に 於 て捕獲 に着手せ らる。
…… さ て其 の 捕獲 方法 に就 きて は 毎 日 人

夫 十 四 五 人 も雇入 れ 網又 は罠等 に て行 は れ
… …始 め 六頭 を得 る 迄 は左 迄困難 と

は 思 は れ ざ O し も、其 の 以後 は容 易に捕 ム る を得ず 、 殆 ん ど閉 口 せ られた うと

云 ふ ． 夫れ は 其 の 筈識 力風 ζて鼬 や 貂 な どを 四五 頭 黼 ふ る と假 定せ よ・ 果

し て 出來 得べ き業 な b や如何 。
之 を思 へ ば博 士 の 苦心 察する に 餘 Oあ b

。 斯 く

し て三 十二 頭 を得 られ た b ・・…・（後駱）」

　 マ ン グ ー ス を西印度 ジ ヤ メ ー カ 島に移 して大成功 を博 した最 初 の 記録 保持者

W ．B．　EspE 疋
’
T

， （！S82　RZ ．S，　London
，
　pp．712

−714）が移入 した の は 64 ？5 帥ち

九頭 、 瓜 哇 へ は ＋ 九頭 に過 ぎなか つ た
．

頭數 に於 て も先生 は 大事 を取 つ て三 ＋

二 頭 を捕獲 さ tZtr， 此 の 用 心 深 さ が極 め て必 要で あつ た こ とは 、 沖 繩 着の 時二

十 九頭 に減 じて居る 事 實が 明 自に 立證 して 居 る。

　 先生 は
“

兎に角 今 は各 地 鼠の 問 題の 盛 な る 時 なれ ば 、 日本の 爲 の み な らず 、

世 界 の 爲に十 分の 注 意 と熱 心 とを以 て 其の 繁 殖 に 盡 力 され ん こ と を望 ｛バ

（j9・alt・・・…wa）と沖 繩で 逑べ られて ゐ る逋 b非常に大 きな期待 を掛 け て 居 られ た 。 從 つ

　て輸 入後 の 效果 を詳 か に した い あ 考 を有っ て居 られ た
。

それ に は 所謂離 島で あ

　つ て而 も人 口が定數 欺態で あ b 、 入文 歌態の 變化 が尠V ・所で 、 檢査 す るの が適

　當で あ る とせ られ 、 渡名喜 島 を 其 の 條件に叶 つ た 土 地 と して 擇 ばれ た の で あ

　つ た
。　（丈母 　E ・ P・！t 汲 ぴ ヌ 蘇 6）
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　　　　　　　　　　　VI 輪 入 後 の マ ン グ ー ス

　 先生 の 輸 入 され た マ ン グ ー ス は 幸に 沖繩島及 渡名喜島に 於 て 繁殖 した 。 丈 獻
6 は 其 の 一

記鋒 で あ る
。 而 して鼠 害及毒蛇 ハ ブ の 被害は 大 に減 少 した 。

　鼠 害減 少 に 調 し て は異 存 の 有る 者は 一人 も居 な い
。 併 し毒蛇被 害の 減 少 に は

其 に伸 つ て不卒 を威 じ差る者 が出た 。 蛇害減少 は 内實 に も結構 なの で あ るが 、

ハ ブ を補獲 して 之 を市井 に ひ さ い で 居 た ハ ブ 捕 t
） な る職業者は 失職 した の で あ

る
。

“

豈一
言無 きを得 ん や

”

さ b と て不 満を その 儘公 衆 に訴 へ る こ との 不利 は

彼等の 熟知す る所 で あ る
。 難 や家 鴨 を 不 完全 な設備 で 飼 ふ 入 が 時 に マ ン グ ＿ ス

に 家 禽を 殺 され た 不 李 を 吹 聽 す る の を 機 會に之 を 大 げ さ に 唱 へ 出 した の で あ

る （麟 7）
。 叉 ほの か に漏れ 聞 く所 に 依 る と意外 に も醫 家 が ノ ・ブ 血清 を用ひ る 關係

か ら複 雜 な心 理 をあ らは す とか 。私 が 此 所 の とこ ろ をは つ き う書 くこ とを憚 か

る所以は 識者 な らず と も御 諒解に な る こ と と思 ひ 明言 しな い で 止 め る
。

　先生 は マ ン グ ー ス 轍入 の 當時内 地 へ も之 を生 きた 儘持つ て來 られ、 多分に奏

效 の 可 能性有る こ とを 知 らしめ られた （雜 隅 ％ 此 も先生の 鑑識逋 う必 要度 の

大 な る 竜の で あ つ た 事は 、 沖繩 とは 土 地 の 事情の ちが ぷ諸外 國 カ リ ホ ル ニ ヤ や
ハ ワ イ等 に於 け る マ ン グ ー ス 過剃 繁殖 に 因 る被害及 其 の 處 置 の 報告が 發表 され

る や 、 此 が 紹 介は 兎に 角 と して 、 それ 以上 に害毒を誇 張 して 喧簿 す る 者が 同學
者 間 に も現 は れ た で あ る

。 其 の 實 それ 等 の 人 は沖繩 の 實情 を しらべ た わ けで は

な く漫然 と批難が 裟 し きこ とを しや べ b ま は つ た の で あ つ て、 自 ら思 を致 した

ら恥 ぢ る こ とで あ ら うが 、 輕 率 k も左 樣 な言 動 を し て 了 つ たの で あ る。 受賣 で

は あ るが 文獻 7 に は 明か に 夫 れ が書 い て あ る
。 私は 恩師 をか ばム た め に此 記 事

を作 る もの で は な い
。 沖 繩 に 於 け る マ ン グ ー ス を 胃袋 を逋 して 觀 測 した 結 果

crter・9り
、 之 を 言ふ べ きで あ る と信 じた か らで あ る。

　兎 に角不 可思議 に も批難 の 聲は 可 な b方 々 に ひ ろが つ た。 併 し先生は 唯事實
を重 ん ぜ られ る胸裡 か ら 、 無 言で 居 られ た

。 先生 と して は 胱 に盡す べ き一切 り
手順 を踏ん で 來 られ た 所 で あ b

， 辯 明が ま しい こ と を避 け る の が 男子 の 本領だ

と固 く信 じて居 られ た た め で あ る。 先生 の 此 の 精 祕上 の 領域 は 私 に は立 入 b得
る と ころ で あ る との 信 念が 有 る。

　私 の 小報 告 （離 9）が 出 てか ら誰 も此 に 反駁 を 加 へ ない の に見 て も、 今 ま で の 批
難 者等g根據 が 薄弱 な もの で あ つ た こ とは 疑 ひ 無い

。

　　　　　　　 VII 輪 入 さ れ た る マ ン グ ー ス の 現 駿

灘 洗 生 が マ ン グ ー ス 漁 入 gn7alE 論上 の 枳 據、經 螢の 實際 批難が 幽靈
に近 い もの で あ る とは前記 の 拙交 で大 要 明か に なつ た こ と と思 ム。 不 十分 な點
は 第二 項の 參考文 獻 で 以 て 補つ て頂 きた い

。
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　先生 の 此 の 事業が相當 に奏效 した もの で あ る こ とは 有力 な る地 方 新聞 に十 八

年前に既 に同地の 有識階級 間 に行 渡つ て居た と同樣の 記 事が 出 て異議が 公表 さ

れ 》ユ事實が之 を證 明す る
。

（畑 2 灘 S の 蜘 旗 将 る）

　先生 の 輸入 せ られ た マ ン グ ー メ の 後 胤は今 も沖縄 島 と渡名喜 島とに繁殖 して

居 る 。 最 も後者の 數は 近年入爲的 に且 つ こつ そ b と減少せ しめ られた様に傳 へ

られ ては 居 るが 、 此 の 兩 島に今爾ほ棲息 して居 る L とは 確か で あ る
。

　而 して私 の 調査 した と ころ 〔焔 9）で は 其の 食性 は次 の 如 くに概論す る 乙 とが 出

來 た
。

　沖縄 縣か ら得 た マ ン グ ー ス の 胃二 十 一個 の 内容を 定性 的 に匯別 すれ ば哺乳類

五 種 、 鳥類二 種、爬 蟲類 三 種、兩 棲類
一

種 、 昆蟲類 八種 唇 足類
一

種、 圓 形動

物一種 、植物 質二 片で あ る 。
之 を終 年統計 と し て定量的 に觀察す る と哺乳類 に

於 て は オ キ ナ ノ ・ノ
・

ツ カ ネヅ ミ が大部分 を占 め 、 其 の 他 も鼠族 で あ る 。 鳥類 は世

詐 を裏切 つ て家禽 を含ん で居 らず 、 皆野生 の 小 禽の みで あ る。 爬 蟲類で は ト カ

ゲ 、
カ ナ ヘ ビ及 蛇 を含む で 居 る。 兩棲類、魚 類 は格 別 の こ とが無 い

。 昆 蟲類以

下 大 して 開題 とすべ きもの を見 な い
。

　故 に私 は V ン グ ー ス 輸入 の 動機 か ら見 て 次 の 三 項 に 就 い て 世人 の 注意 を喚起

して 、 本篇の 筆 を擱 き　tt　V ・
。

　A 　沖繩 縣 に於 け る輸 入 マ ン グ ー ス は今 日 も省 ほ明か に鼠害及 び 蛇害 の 輕減

に貢獻 して 居 る もの で あ る こ と を確認 さ れ た い 。

　B 　家禽特 に其 の 幼鳥や 卵 は マ ン グ ー ス に覗 はれ る こ とが あ ら 5． 而 し乍 ら

大局か ら見 て マ ン グ ー ス は沖 繩 島の た め に甚だ有用 で あ るか ら、 時 と所 とに よ

b其の 頭 數を調 節す るは 兎に角 と し て 、

一 般論 と して は 之 を絶 滅 せ しむ べ きで

ig　V ・乙 とを牢 記 され た tr・
。

　從つ て家禽 に 對 して は マ ン グ ー ス か ら安全 に生活 せ しめ 得 る だけ の 設 備 を 爲

すべ きで あ る 。

　 C　 マ ン グ ー ス の 保護 をす る と共 に其 の 環境 に十 分注意 を して 、 人類 の 爲に

な る樣に 監覗 と研究 を して も らひ た い 。 （以上 ）
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